
東
方
學
報

京
都
第
九
六
册

(二
〇
二
一
)
：
四
四
一
-四
四
四

岩

井

茂

樹

敎

�

著

作

目

錄

�
著
書

『ア
ジ
ア
の
歷

と
�
�
5
﹄
(共
著
)
同
�
舍
出
版
︑
一
九
九
五
年
三
�
)

『デ
ー
タ
に
よ
る
中
國
�
代

﹄
(共
著
)
�
斐
閣
︑
一
九
九
六
年
九
�

(同
書
韓
國
語
版
︑

申
一
燮
譯
︑
圖
書
出
版
怨
書
苑
︑
一
九
九
九
年
九
�
)

『
�
瑛
球
錄
解
題
お
よ
び
硏
究
﹄
(共
著
)
榕
樹
書
林
︑
一
九
九
九
年
九
�

『中
國
�
世
財
政

の
硏
究
﹄
京
都
大
學
學
�
出
版
會
︑
二
〇
〇
四
年
二
�

(同
書
中
國

語
版
﹃
中
國
�
代
財
政

硏
究
﹄
傅
勇
譯
・
范
金
民
審
校
︑
社
會
科
學
�
獻
出
版

社
︑
二
〇
一
一
年
九
�
︑﹃
中
國
�
世
財
政

硏
究
﹄
傅
勇
譯
・
范
金
民
審
校
︑

江
蘇
人
民
出
版
社
︑
二
〇
二
〇
年
一
〇
�
)

『中
國
�
世
社
會
の
秩
序
形
成
﹄
(
�
著
)
京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
�
︑
二
〇
〇
四
年
三

�

『
�
貢
・
海
禁
・
互
市

︱
︱
�
世
東
ア
ジ
ア
の
貿
易
と
秩
序
︱
︱
﹄
名
古
屋
大
學
出
版

會
︑
二
〇
二
〇
年
二
�

論

�

｢
淸
代
國
家
財
政
に
お
け
る
中
央
と
地
方

︱
︱
�
撥
制
度
を
中
心
に
し
て
︱
︱
﹂﹃
東
洋


硏
究
﹄
第
四
二
卷
第
二
號

一
九
八
三
年
九
�

｢張
居
正
財
政
の
課
題
と
方
法
﹂
小
野
和
子
�
﹃
�
末
淸
初
 
の
硏
究
﹄
京
都
大
學
人
�

科
學
硏
究
�
︑
一
九
八
九
年
三
�

(同
論
�
中
國
語
版
︑﹁
張
居
正
!
財
政
課
題

與
方
法
﹂﹃
日
本
中
靑
年
學
者
論
中
國


宋
元
�
淸
卷
﹄
上
海
古
籍
出
版
社
︑

一
九
九
五
年
一
二
�

｢
�
淸
時
 
の
商
品
生
產
を
め
ぐ
っ
て
﹂
谷
川
%
雄
�
﹃
戰
後
日
本
の
中
國

論
爭
﹄
河

合
�
�
敎
育
硏
究
�
︑
一
九
九
三
年
一
�

｢乾
隆
 
の
﹁
大
蒙
古
'
宴
﹂
︱
︱
ア
ジ
ア
政
治
�
�
の
一
こ
ま
︱
︱
﹂
河
內
良
弘
�

﹃
淸
�
治
下
の
民
族
問
題
と
國
際
關
係
﹄
科
學
硏
究
費
補
助
金
總
合
硏
究
A
硏
究

成
果
報
吿
書
︑
一
九
九
一
年
三
�

｢中
國
專
制
國
家
と
財
政
﹂
木
村
尙
三
郞
・
田
中
正
俊
他
�
﹃
中
世

,
座

第
六
卷
﹄

學
生
社
︑
一
九
九
二
年
三
�

｢
�
末
の
集
權
と
﹁
治
法
﹂
-
義

︱
︱
考
成
法
の
ゆ
く
え
︱
︱
﹂
和
田
.
德
敎
�
古
稀

記
念
論
集
委
員
會
�
︑
汲
古
書
院
︑
一
九
九
三
年
三
�

｢
淸
代
の
戶
部−

度
荏
部
檔
案
に
つ
い
て
﹂
永
田
英
正
�
﹃
中
國
出
土
�
字
1
料
の
基
礎

!
硏
究
﹄
科
學
硏
究
費
補
助
金
總
合
硏
究
A
硏
究
成
果
報
吿
書
︑
一
九
九
三
年
三

�

｢徭
役
と
財
政
の
あ
い
だ

(
一
)
︱
︱
中
國
稅
・
役
制
度
の
歷

!
理
解
に
む
け
て

︱
︱
﹂﹃
經
濟
經
營
論
叢
﹄
第
二
八
卷
第
四
號
︑
一
九
九
四
年
三
�

｢徭
役
と
財
政
の
あ
い
だ

(
二
)
︱
︱
中
國
稅
・
役
制
度
の
歷

!
理
解
に
む
け
て

︱
︱
﹂﹃
經
濟
經
營
論
叢
﹄
第
二
九
卷
第
一
號
︑
一
九
九
四
年
六
�

｢徭
役
と
財
政
の
あ
い
だ

(
三
)
︱
︱
中
國
稅
・
役
制
度
の
歷

!
理
解
に
む
け
て

︱
︱
﹂﹃
經
濟
經
營
論
叢
﹄
第
二
九
卷
第
二
號
︑
一
九
九
四
年
九
�

｢徭
役
と
財
政
の
あ
い
だ

(
四
)
︱
︱
中
國
稅
・
役
制
度
の
歷

!
理
解
に
む
け
て
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︱
︱
﹂﹃
經
濟
經
營
論
叢
﹄
第
二
九
卷
第
三
號
︑
一
九
九
四
年
一
二
�

｢十
六
・
十
七
世
紀
の
中
國
邊
境
社
會
﹂
小
野
和
子
�
﹃
�
末
淸
初
の
社
會
と
�
�
﹄
京

都
大
學
人
�
科
學
硏
究
�
︑
一
九
九
六
年
三
�

｢公
課
5
擔
團
體
と
し
て
の
里
甲
と
村
﹂
森
正
夫
︑
他
�
﹃
�
淸
時
代

の
基
本
問
題
﹄

汲
古
書
院
︑
一
九
九
七
年
一
〇
�

｢
瑛
球
册
封
�
關
係
1
料
6
報
�
の
課
題
﹂﹃
沖
繩
の
歷

6
報
硏
究
﹄
沖
繩
の
歷

6
報

硏
究
事
務
局
︑
一
九
九
八
年
八
�

｢
淸
代
の
版
圖
順
莊
法
と
そ
の
周
邊
﹂﹃
東
方
學
報
﹄
京
都
第
七
二
册
︑
二
〇
〇
〇
年
三
�

｢嘉
靖
四
十
一
年
浙
江
嚴
州
府
9
安
縣
十
八
都
下
一
圖
賦
役
黃
册
殘
本
考
﹂
夫
馬
;
�

﹃
中
國
�
淸
地
方
檔
案
の
硏
究
﹄
京
都
大
學
�
學
部
︑
二
〇
〇
〇
年
三
�

｢武
;
縣
﹃
實
徵
堂
=
﹄
と
田
賦
徵
收
機
>
﹂
夫
馬
;
�
﹃
中
國
�
淸
地
方
檔
案
の
硏
究
﹄

京
都
大
學
�
學
部
︑
二
〇
〇
〇
年
三
�

｢
�
代
﹃
徽
州
府
賦
役
?
書
﹄
小
考
﹂﹃
'九
八
國
際
徽
學
學
�
討
論
會
論
�
集
﹄
安
徽
大

學
出
版
社
︑
二
〇
〇
〇
年
五
�

｢武
;
縣
の
田
土
推
收
と
城
鄕
關
係
﹂
森
時
彥
�
﹃
中
國
�
代
の
都
市
と
農
村
﹄
京
都
大

學
人
�
科
學
硏
究
�
︑
二
〇
〇
一
年
三
�

｢︽
嘉
靖
四
十
一
年
浙
江
嚴
州
府
9
安
縣
十
八
都
下
一
圖
賦
役
黃
册
殘
本
︾
!
發
現
與
初
步

考
析
﹂
地
方
�
獻
學
�
硏
討
會
報
吿
論
�
︑
漢
學
硏
究
中
心

(臺
北
)︑
二
〇
〇

二
年
一
〇
�

｢
淸
�
に
轉
F
さ
れ
た
對
馬
藩
-
宗
義
成
の
書
契
原
本
と
一
六
三
九
年
H
後
の
北
東
ア
ジ

ア
6
勢
﹂﹃
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
國
際
秩
序
と
I
液
の
歷

!
硏
究
﹄
ニ
ュ
ー
ズ

レ
タ
ー
№
1
︑
二
〇
〇
三
年
五
�

｢大
淸
J
國
と
傳
國
の
璽
﹂﹃
ア
ジ
ア
K
學
﹄
第
五
六
號
︑
二
〇
〇
三
年
一
〇
�

｢
淸
�
・
�
鮮
・
對
馬

︱
︱
一
六
三
九
年
H
後
東
北
亞
細
亞
形
勢
︱
︱
﹂﹃
二
一
世
紀
�

淸

硏
究
方
向
!
怨
探
索
﹄
韓
國
�
淸

學
會
︑
二
〇
〇
三
年
一
一
�

｢
淸
末
の
外
銷
經
費
と
地
方
經
費
﹂
森
時
彥
�
﹃
中
國
�
代
�
の
動
態
>
L
﹄
京
都
大
學

人
�
科
學
硏
究
�
︑
二
〇
〇
四
年
二
�

｢十
六
世
紀
中
國
に
お
け
る
I
易
秩
序
の
模
索

︱
︱
互
市
の
現
實
と
そ
の
M
識
︱
︱
﹂

岩
井
茂
樹
�
﹃
中
國
�
世
社
會
の
秩
序
形
成
﹄
京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
�
︑
二

〇
〇
四
年
三
�

“
C
h
in
a
s̓
F
ro
n
tie
r
S
o
c
ie
ty
in
th
e
S
ix
te
e
n
th
a
n
d
S
e
v
e
n
te
e
n
th
C
e
n
tu
rie
s”
,

A
C
T
A
A
S
IA
T
IC
A
,
N
o
.8
8︑
二
〇
〇
五
年
一
�

｢
�
代
中
國
の
禮
制
霸
權
-
義
と
東
ア
ジ
ア
の
秩
序
﹂﹃
東
洋
�
�
﹄
第
八
五
號
︑
二
〇
〇

五
年
三
�

(同
論
�
中
國
語
版
︑
伍
l
譯
﹁
�
代
中
國
!
禮
制
霸
權
-
義
與
東
亞

!
國
際
秩
序
﹂﹃
日
本
中
國

硏
究
年
刊

二
〇
〇
六
年
度
﹄
上
海
古
籍
出
版
社
︑

二
〇
〇
八
年
五
�
)

｢徐
葆
光
︱
︱
瑛
球
を
訪
れ
た
康
煕
J
の
�
節
﹂
木
田
知
生
・
檀
上
寬
�
﹃
中
國
人
物
列

傳
﹄
恆
星
出
版
︑
二
〇
〇
五
年
一
�

｢比
�
都
市
社
會

の
行
方

︱
︱
報
吿
・
討
論
?
體
を
n
じ
て
︱
︱
﹂
井
上
園
・
塚
田

孝
�
﹃
東
ア
ジ
ア
�
世
都
市
に
お
け
る
社
會
!
結
合
﹄
淸
�
堂
出
版
︑
二
〇
〇
五

年
三
�

﹁
中
國
�
代
の
財
政
問
題
と
在
華
紡
﹂
森
時
彥
�
﹃
在
華
紡
と
中
國
社
會
﹄
京
都
大
學
學

�
出
版
會
︑
二
〇
〇
五
年
一
一
�

｢東
ア
ジ
ア
の
一
八
世
紀
と
﹁
n
商
の
時
代
﹂
(公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
一
八
世
紀
の
秩
序

問
題

第
一
報
吿
﹂
)﹂﹃

學
雜
誌
﹄
第
一
一
四
�
第
一
二
號
︑
二
〇
〇
五
年
一

二
�

｢三
色
の
筆
と
X
M
L
七
變
�

︱
︱
校
勘
の
技
法
︱
︱
﹂﹃
漢
字
と
�
�
﹄
第
七
號
︑
二

〇
〇
六
年
二
�

｢
�
貢
と
互
市

︱
︱
非
﹁
�
貢
體
制
﹂
論
の
試
み
︱
︱
﹂﹃
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
國
際
秩

序
と
I
液
の
歷

!
硏
究
﹄
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
№
4
︑
二
〇
〇
六
年
三
�

｢
�
代
に
お
け
る
官
僚
の
𠛬
死
と
政
治
�
�

︱
︱
楊
繼
盛

(一
五
一
六
～
一
五
五
五
)
の

事
例
﹂
冨
谷
至
�
﹃
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
法
と
o
慣
︱
︱
死
𠛬
を
め
ぐ
る
諸
問

題

(
q
成
一
四
年
度
～
q
成
一
七
年
度

科
學
硏
究
費
補
助
金

基
盤
硏
究

(A
)

硏
究
成
果
報
吿
書
)﹄︑
二
〇
〇
六
年
三
�

｢一
六
～
一
八
世
紀
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
國
際
商
業
と
互
市
體
制
﹂
﹃
東
ア
ジ
ア
硏
究
﹄
第

四
六
號
︑
二
〇
〇
六
年
一
一
�

東 方 學 報
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｢
淸
代
の
互
市
と
“
沈
默
外
I
”﹂
夫
馬
;
�
﹃
中
國
東
ア
ジ
ア
外
I
I
液

の
硏
究
﹄
京

都
大
學
學
�
出
版
會
︑
二
〇
〇
七
年
三
�

｢王
�
財
政
に
み
る
集
權
と
分
散
﹂
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
東
ア
ジ
ア
�
�
の
歷

!
特

質
﹂
報
吿
集
︑
二
〇
〇
七
年
三
�

｢︽
嘉
靖
四
十
一
年
浙
江
嚴
州
府
9
安
縣
十
八
都
下
一
圖
賦
役
黃
册
殘
本
︾
!
發
現
與
初
步

考
析
﹂﹃
日
本
東
方
學
﹄
第
一
輯
︑
中
華
書
局
︑
二
〇
〇
七
年
八
�

｢十
八
世
紀
H
u
東
ア
ジ
ア
の
海
防
と
n
商

︱
︱
信
牌
問
題
と
南
洋
海
禁
案
か
ら
︱
︱
﹂

大
阪
市
立
大
學
東
洋

論
叢

別
册
特
集
號
﹁
�
獻
1
料
學
の
怨
た
な
可
能
性
③
﹂︑

二
〇
〇
七
年
一
二
�

｢宋
代
以
影
の
死
𠛬
の
諸
相
と
法
�
�
﹂
冨
谷
至
�
﹃
東
ア
ジ
の
死
𠛬
﹄
京
都
大
學
學
�

出
版
會
︑
二
〇
〇
八
年
二
�

(同
論
�
英
語
版
︑
“
T
h
e
D
e
a
th
P
e
n
a
lty
a
n
d

L
e
g
a
l
C
u
ltu
re
in
E
a
rly
M
o
d
e
rn
C
h
in
a
”
Ita
ru
T
o
m
iy
a
e
d
.,
C
a
p
ita
l

P
u
n
ish
m
en
t
in
E
a
st
A
sia
,
K
y
o
to
U
n
iv
e
rsity
P
re
ss︑
二
〇
一
二
年
二
�
)

｢
漢
人
と
中
國
に
と
っ
て
の
淸
�
︑
マ
ン
ジ
ュ
﹂
岡
田
英
弘
�
﹃
淸
�
と
は
何
か
﹄
(別
册

﹃
�
﹄
一
六
)
�
原
書
店
︑
二
〇
〇
九
年
五
�

｢中
華
J
國
財
政
の
�
代
�
﹂﹃
シ
リ
ー
ズ
二
〇
世
紀
中
國


第
一
卷
﹄
東
京
大
學
出
版

會
︑
二
〇
〇
九
年
七
�

｢廣
州
與
長
崎

淸
廷
�
視
中
!
互
市
與
海
外
華
人
﹂
E
v
e
rt
G
ro
e
n
e
n
d
ijk
,
C
y
n
th
ia

V
ia
llé
,
L
e
o
n
a
rd
B
u
lu
ssé
,
C
a
n
to
n
a
n
d
N
a
g
a
sa
k
i
C
o
m
p
a
red
1
7
3
0
-1
8
3
0

D
u
tch
,
C
h
in
se,
Ja
p
a
n
ese

R
ela
tio
n
s,
In
stitu
te

fo
r

th
e

H
isto
ry

o
f

E
u
ro
p
e
a
n
E
x
p
a
n
sio
n
︑
L
e
id
e
n
︑

二
〇
〇
九
年
二
�

｢
J
國
と
互
市
︱
︱
一
六
-一
八
世
紀
東
ア
ジ
ア
の
n
I
﹂
籠
谷
直
人
･脇
村
孝
q
�
﹃
J

國
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
︱
︱
長
 
の
一
九
世
紀
﹄
世
界
思
想
社
︑
二
〇
〇
九
年
一

一
�

｢元
代
行
政
訴
訟
と
裁
®
�
書

︱
︱
『元
典
違
﹄
附
鈔
案
牘
﹁
都
省
n
例
﹂
を
素
材
と
し

て
︱
︱
﹂﹃
東
方
學
報
﹄
京
都
第
八
五
册
︑
二
〇
一
〇
年
三
�

(同
論
�
中
國
語

版
︑
王
旭
東
譯
﹁
元
代
行
政
訴
訟
與
審
®
�
書
︱
︱
以
︽
元
典
違
︾
附
鈔
案
牘

“
都
省
n
例
”
爲
材
料
﹂﹃
中
國
古
代
法
律
�
獻
硏
究
﹄
第
五
輯
︑
社
會
科
學
�
獻

出
版
社
︑
二
〇
一
一
年
一
一
�
)

｢﹁
華
夷
變
態
﹂
後
の
國
際
關
係
﹂
日
本
の
對
外
關
係
6
﹃
�
世
!
世
界
の
成
熟
﹄
吉
川
弘

�
館
︑
二
〇
一
〇
年
一
一
�

(
同
論
�
英
語
版
︑
tr.
b
y
Jo
sh
u
a
A
.
F
o
g
e
l,

In
te
rn
a
tio
n
a
l
S
o
c
ie
ty
a
fte
r
“
T
h
e
T
ra
n
sfo
rm
a
tio
n
fro
m

C
iv
iliz
e
d
to

B
a
rb
a
ria
n
”
,
S
in
o
-Ja
p
a
n
ese
S
tu
d
ies,
V
o
l.1
9
︑
二
〇
一
二
年
四
�
)

｢
�
貢
と
互
市
﹂﹃
東
ア
ジ
ア
�
現
代
n

1

東
ア
ジ
ア
世
界
の
�
代

一
九
世
紀
﹄
岩
波

書
店
︑
二
〇
一
〇
年
一
二
�

｢
淸
代
中
 
の
國
際
I
易
と
海
防

︱
︱
信
牌
問
題
と
南
洋
海
禁
案
か
ら
︱
︱
﹂
井
上
園

�
﹃
海
域
I
液
と
政
治
權
力
の
對
應
﹄
(東
ア
ジ
ア
海
域
叢
書
2
)
汲
古
書
院
︑

二
〇
一
一
年
二
�

｢午
門
廷
杖
考

︱
︱
�
代
�
政
に
お
け
る
暴
力
と
儀
禮
︱
︱
﹂
冨
谷
至
�
﹃
東
ア
ジ
ア

に
お
け
る
儀
禮
と
𠛬
罰
﹄
︑
二
〇
一
一
年
三
�

｢午
門
廷
杖
考

︱
︱
私
𠛬
か
ら
皇
J
儀
禮
へ
︱
︱
﹂
冨
谷
至
�
﹃
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

儀
禮
と
𠛬
罰
﹄
科
學
硏
究
費
基
盤
硏
究

(S
)﹁
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
儀
禮
と
𠛬

罰
﹂
硏
究
組
織
︑
二
〇
一
一
年
三
�

｢
淸
�
!
國
家
︑
商
人
和
海
外
華
人
︱
︱
關
於
信
牌
問
題
和
南
洋
海
禁
案
﹂﹃
日
本
東
方

學
﹄
第
二
輯
︑
中
華
書
局
︑
二
〇
一
二
年
三
�

｢元
�
淸
公
�
書
に
お
け
る
引
用
¶
端
語
に
つ
い
て
﹂
三
木
聰
�
﹃
宋−

淸
代
の
政
治
と

社
會
﹄
汲
古
書
院
︑
二
〇
一
七
年
七
�

�

譯

ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
チ
ェ
ン
﹃
軍
紳
政
權
﹄
(共
譯
)︑
岩
波
書
店
︑
一
九
八
四
年
一
一
�

張
繼
和
﹃
�
後
の
宦
官−

小
德
張
﹄
(
譯
·
・
解
說
)
︑
�
日
怨
聞
社
︑
一
九
九
一
年
九

�
)

金
冲
¹
-
�
﹃
周
恩
來
傳
﹄
上
︑
中
︑
下

(共
譯
)
阿
吽
社
︑
一
九
九
二
年
八
�
～
一
九

九
三
年
二
�

違
開
沅
﹁
辛
亥
革
命
硏
究
の
三
十
年
﹂
(
上
)
(下
)﹃
東
亞
﹄
一
九
五
～
一
九
六
︑
霞
山

會
︑
一
九
八
三
年
七
�
～
八
�
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湯
志
鈞
﹁
違
太
炎
﹃
佛
學
手
稿
﹄
の
こ
と
な
ど
︱
︱
島
田
虔
¼
先
生
を
½
悼
す
る

(上
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)﹂﹃
東
方
﹄
二
〇
〇
二
年
四
�
號
～
五
�
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范
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淸
代
蘇
州
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�
�
繁
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︱
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蘇
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華
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硏
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︑
二
〇
〇
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﹃
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﹄﹃
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三
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︑
一
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﹃
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︑
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�
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︱
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︱
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學
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五
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九
八
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刊
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一
九
九
二
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｢
淸
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ー
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刊
墨
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ペ
シ
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﹄
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一
三
號
︑
一
九

九
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〇
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ヌ
ル
ハ
チ
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シ
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海
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怨
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一
九
九
六
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一
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馬
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刊
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に
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﹄
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九
九
七
年
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｢解
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﹂
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川
哲
男
﹃
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則
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︱
淸
末
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僚
と
ア
ヘ
ン
戰
爭
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﹄
中
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一
九
九
七
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は
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會
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爭
︱
︱
﹂﹃
�
刊
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四
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一
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九
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｢あ
る
宦
官
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張
略
傳
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刊
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︑
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〇
〇
〇
年
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一
�
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殺
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刊
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か
﹄
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︑
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〇
〇
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年
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�
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ア
ジ
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の
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世
︿
世
界
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知
惠
藏
二
〇
〇
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﹄
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日
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社
︑
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〇
〇
二
年
一

�

｢北
京
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と
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境
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演
錄
)
﹂﹃
人
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﹄
四
九
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〇
〇
二
年
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｢
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代
﹁
嘉
靖
四
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黃
册
﹂
の
語
る
も
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九
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〇
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二
年
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コ
メ
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ト
：
濱
下
武
志
﹁
海
域

か
ら
見
た
東
方
學
﹂
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廿
一
世
紀
の
東
方
學
﹄
京
都
大

學
人
�
科
學
硏
究
�
︑
二
〇
〇
二
年
三
�

｢會
讀
・
電
子
テ
キ
ス
ト
・
X
M
L
﹂﹃
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字
と
6
報
﹄
五
︑
二
〇
〇
二
年
一
〇
�

解
說
：
定
宜
庄
﹁
淸
代
北
京
城
內
の
八
旗
鰥
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﹂
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園
・
塚
田
孝
�
﹃
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ア
ジ
ア
�
世
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市
に
お
け
る
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會
!
結
合
﹄
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�
堂
出
版
︑
二
〇
〇
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年
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�

地
籍
と
戶
籍
と
徵
稅

(國
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹁
�
代
東
ア
ジ
ア
土
地
È
查
事
業
硏
究
﹂

コ
メ
ン
ト
)﹃
�
代
東
ア
ジ
ア
土
地
È
查
事
業
硏
究
ニ
ュ
ー
ズ
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タ
ー
﹄
第
二
號
︑

二
〇
〇
七
年
三
�

｢
�
獻
學
と
X
M
L
關
連
技
�

︱
︱
具
體
!
な
應
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例
︱
︱
﹂﹃
二
〇
〇
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年
度
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ア
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ア
人
�
6
報
學
サ
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ー
セ
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報
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京
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大
學
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硏
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�
︑
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一
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0
0
7︑
二
〇
〇
八
年
一
�

｢太
q
天
國
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亂
﹂
岡
田
英
弘
�
﹃
淸
�
と
は
何
か
﹄
(別
册
﹃
�
﹄
一
六
)
�
原
書
店
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二
〇
〇
九
年
五
�
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斯
同
と
劉
獻
廷−

書
齋
Î
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
Î
の
協
È
﹂
﹃
京
大
廣
報
﹄
六
八
一

號
︑
二
〇
一
二
年
九
�

｢
Ï
賞
の
こ
と
ば
：
怨
た
な
歷

理
解
の
枠
組
み
を
求
め
て
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第
六
三
囘

日
經
・
經
濟

圖
書
�
�
賞

書
Ð
・
Ï
賞
の
こ
と
ば
﹄
日
本
經
濟
怨
聞
社
・
日
本
經
濟
硏
究
セ

ン
タ
ー
︑
二
〇
二
〇
年
一
一
�

｢﹁
維
正
之
供
﹂
再
考
﹂﹃
人
�
﹄
六
八
︑
二
〇
二
一
年
一
�
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